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国内外のレーザ加工に関連する企業・団体が集結する国際展示会

主催



名　称：インダストリアル・レーザ・ジャパン 2009

会　期：2009 年 6月 30 日（火）～ 7月 2日（木）

会　場：神戸コンベンションセンター　国際展示場

　　　　神戸市中央区港島中町 6-9-1

主　催：株式会社イーエクス プレス

　　　　レーザー・コンシェルジェ株式会社

　　　　レーザ加工学会

概　要：レーザ加工に関連する製品および周辺機器の展示会

展示会ホームページ :  http://www.ilj2009.com/

インダストリアル・レーザ・ジャパン2009

本展示会のお申し込み
インダストリアル・レーザ・ジャパン 2009 事務局
TEL 03-5645-1273　FAX 03-5645-1272

出展対象製品

対象アプリケーション
■ 半導体デバイス加工

■ 電子機器・基板加工

■ フラットパネル加工

■ 太陽電池加工

■ 板金・切断加工

■ 自動車関連製品加工

■ 樹脂溶着

■ 各種金属溶接

■ セラミックス加工

■ ガラス加工

来場対象業種
■ 半導体

■ 電子部品製造

■ MEMS 製造

■ 電気・電子機器

■ 精密機器

■ 自動車関連

■ 板金溶接・切断

■ 光機器関連

■ 官公庁・協会・団体

■ 学校・研究機関

対象職種
■ 生産技術・製造技術

■ 研究・開発

■ 経営・管理

■ 購買・仕入れ

■ 設計

■ サービス

■ 営業・企画

■ 広報・宣伝

■ マーケティング

■ リクルート

レーザ加工は半導体・電子デバイス、各種材料加工、各種溶接、樹脂溶着、自動車、建築とミクロレベルからメートル

レベルと幅広い領域の加工で利用されています。

また、アプリケーションの数も年々増加を続け、特にレーザでしか行えないキラーアプリも多岐にわたっています。

しかしながら、ものづくりの現場ではレーザ加工の発想がまだまだ浸透していないのも事実です。

様々な産業で利用されているレーザ加工を知ってもらい、新しい工法の一つとしてレーザ加工を取り上げていただける

ようインダストリアル・レーザ・ジャパン展を開催いたします。

同時開催 The 5th International Congress on
Laser Advanced Materials Processing

　　

日本国内はもちろんのこと北米、欧州、アジア各国からレーザ加工に関連した企業が集結
業界一丸となって最先端のレーザ加工テクノロジーを提案する専門見本市

出展料金

■ レーザ発振器

■ レーザ加工システム

■ レーザ溶接機およびシステム

■ レーザマーキングシステム

■ レーザ切断システム

■ レーザ光学製品

■ レーザ光学系設計ソフト

■ レーザ測定器

■ レーザ用各種周辺機器

1 小間（ 間口 3m×奥行 3m ）

パッケージブース料金に含まれるもの：
壁面（システムパネル）、カーペット（色選択）、照明（蛍光灯 40Ｗ×1、スポットライト 100Ｗ×2）、

コンセント（2口）1ヶ所（100Ｖ－700Ｗまで使用可）、電気幹線工事及び電気使用料（1kW）、社名板、

受付カウンター１台、折りたたみ椅子 2脚

1小間　45 万円（税別）/　2小間　82 万円（税別）■ 専用装飾済み小間（パッケージブース）

1小間　35 万円（税別）/　2小間以上　小間数×30 万円（税別）■ 独自装飾用スペース小間（展示スペースのみ）

LAMP は研究者・技術者・装置メーカーが一堂に会し、レーザ加工の基礎研究から産業応用に至る幅広い
最先端のトピックスを討議する国際会議です。基礎科学・産業応用の 2 つのピークを持つユニークな会議
であり、過去 4 回の LAMP 会議を通して、最新技術動向、開発すべき新技術、市場予測など重要な情報が
得られる国際会議として世界的に高い評価を戴いております。

LAMPについて

URL http://www.lamp2009.org/
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